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全国的に、新型コロナウイルス感染症対策の特別定額給付金に便乗し、

・ 特別定額給付金を代理申請する団体である（※１）。

・ 正式に国から委託を受けている（※２）。

・ マイナンバーカードはあるか（※３）、給付金を早期にもらいたくないか（※４）。

・ 手数料として２万円支払えば、早く１０万円を受け取れる（※５）。

・ 個人情報（氏名、住所など）や口座番号を教えて（※６）。

などという不審電話が確認されてます。

【※１】【※２】特別定額給金を代理申請する団体・正式に国から委託
⇒そんな団体はありません。「国から委託」という言葉を使って団体の信頼度を上げています。

なお、代理申請に関しては、家族や親族など認められている方もいますので、その場合は、必ず

お住まいの市町村にお問い合わせください。

【※３】【※４】マイナンバーカードはあるか・早期に給付金をもらいたくないか
⇒この言葉は、犯人が、電話の相手方がマイナンバーカードの取得や再発行で、まだ給付金を

受け取れず困っている人ではないかと確認しています。少しでも早くもらいたいという心理を悪

用し、その不安感につけ込みます。

【※５】手数料として２万円支払えば、早く１０万円を受け取れる
⇒国は、給付金受け取りに関して、手数料を要求していません。

『給付金』+『手数料』=詐欺と認識しておきましょう。

【※６】個人情報や口座情報（暗証番号なども）を教えて
⇒このような手続きに便乗して、個人情報などを聞き出そうとするのは詐欺の常套手段です！

この後、犯人はこうやって聞き出した情報を利用して、キャッシュカードを預かったり、盗んだりして、

お金を引き出してしまう可能性があります。


